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＜連絡事項＞
・連絡事項なし
＜患者様連絡事項＞

・鳥谷部　洋次様～陰茎部からの出血少量あるが、悪化みられず。点滴トラブルなく実施している。

・松谷　さと子様～発熱なく、他バイタル異常なく食事も摂れているため、隔絶対応解除となる。
＜隔離患者様ケース検討＞
・木村　格治様～終日隔離中。午前・午後2時間ずつ開放観察実施中。他患者に対し声高さみられるが、指示的口調はなく、スタッフ対応は穏やかに経過。引き続き、精神症状の観察を行い、処遇改善を図れるよう介入していく。
・竹内　功様～終日隔離中。朝、昼食不食し拒薬も続いている。易怒性、興奮はなく、カロリーメイトや水分は摂取できている。日中は臥床がちに過ごされている。

引き続き、精神症状の観察を行い、処遇改善を図れるよう介入していく。
· 中居　松男様～終日隔離中。食事は再三の促し、見守りで主食1/3から1/2摂取。副食

は殆ど摂取せず。摂取量少ない為、伊藤Dr報告し本日昼からエンショア・リキッド各食1缶づつ1日分処方となる。エンシュア・リキッドは飲用出来ている。対面時の易怒性はなく、臥床がちに過ごされている。引き続き精神症状の観察を継続し、対面時の粗暴性や興奮等に注意し、介入していく。

· 小林　浩哉様～夜間の睡眠はとれている。室内を落ち着きなく徘徊しているが、易怒性

や興奮なく経過。引き続き、精神症状の観察し処遇改善を図れるよう介入していく。

＜要注目患者様＞

・澤村　彬様～「薬を飲む」「お家帰る」と何度も来詰したり、ユニットドアが開くと制止

にも出て行こうとし落ち着き見られず。見守り介入要している。
· 宮地　久美子様～気分高揚、多弁さや干渉多くみられるが、見守り、介入にて他者トラ

ブルはなし。夫様面会時、他者に無理矢理コーヒーをあげようとしており介入要している。今後も他者トラブルのないように注意していく。

・新町　徳雄様～夜間良眠。「ここさ人が居たから見てけ」等幻視発言あるが、易怒性、興奮なく経過。食事は朝食は全量摂取、昼食は各食1/3摂取。今後も日中の覚醒状態に注意し観察していく。

